
  

Iakwe(こんにちは)。来月にはマーシャル諸島共和国に、配属されて約 1年がたちます。 
5月末で最終学期も終わり、6月から約 2カ月の夏休みが始まりました。児童生徒は学校
はありませんが、教職員は夏休み中のワークショップに参加をします。 
  普段関われない配属先以外の教員の方との繋がりをつくったり、マーシャル諸島の生活
や文化等を学習したりと充実した 2カ月になるよう活動を進めていきたいと思います。 
  さて今回は、配属先である「ローラ小学校」について紹介していきます。 
                                                                             

 

【配属先 ローラ小学校について】 
 

 ローラ小学校は、首都マジュロから約 40㎞、
車で 1時間くらいの場所に位置しています。 
 学年は、プリスクールから 8年生までの約
350名が在籍しています。教員数は、校長、副
校長、担任、特別支援の教員等含めて約 26名
です。 
 左の写真は、プリスクールから 3年生の校舎、
その他には 4から 8年生の校舎があります。 
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写真を撮るのが、大好き！ 

子ども達は、写真を撮るのも撮ら
れるのも好きです。私の携帯を「貸し
て。」と言って、たくさん写真を撮って
います。そのようなこともあり、私の写
真フォルダには子ども達の素敵な写
真でいっぱいです。 

 
 
 
 
 
 

 
 

給食をのぞいてみよう！ 

 マーシャル諸島では、全ての公立小学校で 
給食が無償で提供されています。 
 主食はお米で、主菜は鶏肉か魚(マグロ)で
す。副菜としてオレンジやリンゴがあり、ローラで
とれた「パパイヤ」や「バナナ」が提供されるこ
とも多いです。 ↓時々、刺身もでます。 



【子ども達の遊びについて】 
 
配属先のローラ小学校にはグラウンドがありますが、日本の小学校のように整備されてい

ません。遊具もありますが、全て壊れてしまっています。一見遊ぶところやものがなさそうに見

えますが、子ども達は自分たちの持っているものを使って遊びを考えます。ペットボトルとひも

で縄跳びを作ったり、サンダルをラインやベースに使ったり「まさか、そんな使い方があるな

んて。」といつも驚かされています。物がないから何もできないと考えるのではなく、あるもの

を使って何ができるかと考えることの大切さを子ども達から教えてもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                            

                                                                                                                                                      
マーシャル語の紹介 

マーシャル諸島では、現地語としてマーシャ

ル語がつかわれています。さて、今回はマー

シャル語での自己紹介を紹介したいと思い

ます。 

 
  エ タ イン     名前 

 Eta in__________. 
 私は、___________です。 
名前を聞きたいときは、 

  エタ ム 

 Etam?  お名前は？ 
 

【今回の 1枚】 
 マーシャル諸島では通り雨がよく降
り、そのあとにはきれいな虹を見ること
ができます。 

野球は、マーシャル語でも 

「野球」といいます。 

ボールはテニスボール、バット

は木の板、ベースはサンダルで

つくります。 

サンダルでベースを作るので、

子ども達はいつも裸足で野球

を楽しんでいます。 

・バレーボール 

・バスケットボール 

・ドッジボール 

・卓球 

・縄跳び 

・野球 

・サンダルフリスビー 

・サンダルラグビー 


